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ヤコブ農園ヤコブ農園ヤコブ農園ヤコブ農園ののののゲートの前でゲートの前でゲートの前でゲートの前で    

1111 年年年年 ぶ り の ヤ コ ブぶ り の ヤ コ ブぶ り の ヤ コ ブぶ り の ヤ コ ブ 農農農農 園園園園    

    ２００１年の教区会でフィリピン中央教区と

の協働が決定されてから１０年目。２００４年春

に最初のワークキャンプが行われてから数えて

８回目のワークキャンプを今年も無事に行うこ

とができました。感謝と共に今年も報告書を皆様

にお届けいたします。 

今年のキャンプは昨年に続いて、マニラ東部に

あるサンタイネスという村の聖アグネス教会で

取り組んでいる、ヤコブ農園でのワークとなりま

した。８回目を迎えるワークキャンプですが、同

じ場所にワークに行くのは今回が初めてです。今

回のキャンプの参加者の中には昨年も参加した

人が３名いて、その３名には特に感慨深いキャン 

 

プになったのではないかと思います。 

 今回もキャンプの準備にあたって、たくさんの

支援を教会の枠を超えていただきました。特に直

前にお願いしたにもかかわらず、お願いした支援

物資を大量に提供していただきましたことを、心

から感謝いたします。サンタイネスの教会で確か

にお渡しして参りましたので、ここにご報告をし

てお礼にかえさせていただきます。 

今回は１０名の参加者があり、そのうち男性が

５名、女性が５名。初参加が５名、リピーターが

５名という組み合わせでした。様々なことが起こ

りましたが、それは参加者の報告に譲りたいと思

います。楽しく読んでいただければ幸いです。 

ワークキャンプチャプレン 司祭牛島幹夫 

フィリピンとの掛け橋 
第１７号 日本聖公会九州教区フィリピン協働委員会発行        ２０１１年５月１５日 
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3 月 3 日（木） 

キャンプメンバー全員が揃い、九州教区センターに一泊。フィリピンに送るために集まった支援物

資の整理、梱包。荷物の重量制限が一人２０キロまでということで、担当荷物と自分の荷物の重量

確認を済ませ就寝。 

 

3 月 4 日（金） 

7:30 教区センターを出発。教区の方々の見送りを受け福岡空港を出発。台北経由でマニラに到着。

中東の紛争の影響により出稼ぎ労働に出ていた人々が引きあげてきたため空港にはもの凄い人ご

み。フィリピン中央教区の方々の迎えでホレブハウスに到着。中央教区の教区センターにて歓迎の

夕食会。ホレブハウスに宿泊。 

 

3 月 5 日（土） 

6:40 中央教区が用意してくれた１台の四駆とチャーターした１台のジープニー(フィリピンでは

ポピュラーな乗り合いバス)に分乗し２時間でサンタイネスに到着。聖アグネス教会の牧師館にて

昼食。ジープニーでヤコブ農園(通称ファーム)まで行ったが雨のため視察のみ。牧師館にて夕食。

男性は全員牧師館に宿泊。女性は２家庭に分かれてホームステイ。 

 

3 月 6 日（日） 

牧師館にて朝食。聖アグネス教会の教会学校で子どもたちとの交流。日本から持ってきた物資等の

受け渡しと記念撮影をし、10:00 から主日礼拝。昼食後はヤコブ農園でのワーク。この日の作業は

主に菜園作り。現地の方の意のもと、協力して素敵な菜園を完成へと導く。沢山自然に触れる。フ

ァーム全体を視察。水力発電が行われていたり、１年で大きく発展していた。去年のキャンパーが

掘った植林予定である穴はそのまま残っていた^^; 牧師館にて夕食。夕食後は村の子どもたちと沢

山交流して楽しい時間を過ごす。この日は団長お待ちかねのママクリシュというみんなの神様のよ

うな人が現る！！！！ 

 

3 月７日（月） 

牧師館にて朝食後、8:00～ファームでワーク。この日も主に菜園作り。ファームにて昼食。ファー

ムの広大な景色を眺めつつの食事は格段おいしく感じる！ おなかも心もいっぱいになる。休憩が

てらみんなでおやつを作るためのココナッツミルク作り。それを使ってとってもおいしいおやつを

作ってくれた。ママクリシュは世界に一人の超人コック♪ 

 

3 月 8 日（火） 

牧師館にて朝食後、8:00～ファームでワーク。ガードマンのデルピンとジュンが竹でお箸やテーブ

ル、椅子を作ってくれた。鉈一つあれば彼らは無敵！ママクリシュの作ったこの日の昼食はホット

チリがメイン？！辛すぎてみんな悶絶><これもまた楽しいひと時^^ みんなだんだんといい具合に

日焼けしてきて、もう身も心も気分はサンタイネスの人♪村の人とはすっかり仲良し(^^) 
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3 月 9 日（水） 

牧師館にて朝食後、9:30～聖アグネス教会にて灰の水曜日の聖餐式。額に灰をつけて1日を過ごす。

牧師館にて昼食後、ファームに行きフレンドシップの木を植樹。夜は侑希、百合子、紗也子のホス

トファミリーの家で食事。ビーフンが大人気(^^) 

 

3 月 10 日（木） 

牧師館にて朝食後、7:30～恒例の？キナブアンにピクニックへ。途中までは大型トラックの荷台に

乗せてもらい、歩いて山の上の聖マタイ教会まで(ダグソン司祭は５つの教会の司祭です)。ここで

聖餐式行い、日本から持ってきた物資等の受け渡し。その後滝へと移動し川遊び、昼食。この場所

は去年と変わらず岩だらけ。このままであってほしいと願う。大いに楽しみ、帰りにもう一つの教

会に立ち寄り、礼拝を行う。 

 

3 月 11 日（金） 

ワーク最終日。7:00 みんなで野球をして軽く運動。朝食後、8:30～ファームにてワーク開始。この

日の作業はファーム内に人工的に作られた水路の補強。フィリピン中央教区よりタクロバオ主教も

来られ、みんなが一丸となり汗を流す。夜は日本食でおもてなし、サンクスパーティー。大勢の人

の参加があり、歌って、踊って、笑って、泣いて･･･最後の最後まで楽しいひと時を味わう。 

 

3 月 12 日（土） 

牧師館にて朝食後、サンタイネスの人々との別れを惜しみつつマニラへ。クリスチャンショップで

買い物。マニラ大聖堂(アジアで最も大きい、4500 本のパイプから成るパイプオルガンがある)、ホ

セリサール記念公園を観光し、ホレブハウスの近くにあるシェイキーズで夕食。ホレブハウスのテ

レビで流れていたニュース番組で、日本で起こった恐ろしい出来事を初めて目の当たりにする。ホ

レブハウスに宿泊。 

 

3 月 13 日（日） 

ベッキーズハウスで朝食、9:00～聖グレゴリー教会にて日曜礼拝。音楽で満ち溢れる聖餐式。沢山

のフィリピンの方々と共に日本のために祈りを捧げる。短い時間ではあったが、昼食を頂きつつ交

流を深める。午後は SM シューマートでショッピング。若者は買い足りず、ホレブハウスから歩い

て行ける距離のウォルターマートで買い物。夜は教区センターにて反省夕食会。マンゴーの実の形

の紙にキャンパーは今回のワークでの反省を、木の枝、葉の形の紙に全員が今後についての意見や

今回よかったところなどを書き述べ、1 本の大きなマンゴーの木を描く。ワーク修了証を頂く。歌

い、歓談し、中央教区の方との交流。フィリピン最後の夜を楽しむ。 

 

3 月 14 日（月） 

早朝、中央教区のみなさんの見送りを受けマニラ空港へ。行き同様、台北経由で日本に帰国。大勢

の方々のお迎えを受け、無事に帰国出来たことに感謝し、お祈りを持ってワークキャンプを終了と

なる。 

（日程表作成：重富紗也子）
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団長団長団長団長    ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子 

    

チャプレンチャプレンチャプレンチャプレン    牛島幹夫司祭牛島幹夫司祭牛島幹夫司祭牛島幹夫司祭 

 

 

キャンプ 

参加者紹介    

    

芳我秀一司祭（神戸教区）芳我秀一司祭（神戸教区）芳我秀一司祭（神戸教区）芳我秀一司祭（神戸教区） 

    

久保百合子久保百合子久保百合子久保百合子    

    

安村真尚人安村真尚人安村真尚人安村真尚人    

    

西上侑希西上侑希西上侑希西上侑希    

    

山本真嗣（大阪教区）山本真嗣（大阪教区）山本真嗣（大阪教区）山本真嗣（大阪教区）    

    

重富沙也子重富沙也子重富沙也子重富沙也子    

    

ビューティービューティービューティービューティー    

（牧師館の愛犬）（牧師館の愛犬）（牧師館の愛犬）（牧師館の愛犬）    

    

古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈    

    

林和広司祭（神戸教区）林和広司祭（神戸教区）林和広司祭（神戸教区）林和広司祭（神戸教区）    
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２０１１２０１１２０１１２０１１    ワークキャンプ報告書ワークキャンプ報告書ワークキャンプ報告書ワークキャンプ報告書    

宮崎聖三一教会宮崎聖三一教会宮崎聖三一教会宮崎聖三一教会    ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子    

 

 この報告書を始める前に、このたびの東日本大

震災の被災者の方々に心からお見舞い申し上げ

ます。主の慰めと御力によって一日も早い復興を

お祈りしております。 

 私達がキャンプ中だったサンタイネス村は、通

信が届かない所だったので、その日は詳しい事態

がわからないまま送別会を行っていた。マニラに

帰ってテレビを見て初めて事の重大さに唖然と

なった。無事帰国してからはテレビに釘づけで、

心が乱れ２、３日は何も手につかない状態だった。                

 この未曾有の大災害の被災者の方々の苦しみ、

痛みを思う時、何も出来ず普段の生活を送ってい

る自分に、後ろめたささえ感じてしまう。 

 そもそも私がキャンプに行きつづける理由の

一つは、日本でのあまりにも恵まれた、便利すぎ

る、無駄の多い、軟弱な自分の生活を見直し、活

を入れる、そして、それらを優先した代償として

私達が失った物をかの地に見いだして心が癒さ

れるからである。 

 若者達も短期間ではあるが、電気、ガス、水道、

風呂なしの生活を体験することで、水や電気の大

切さが解り、真暗闇の中で見る星空の美しさに驚

嘆し、キラキラ輝く目を持った子供達に囲まれて、

純粋に助け合うことの心地よさを体で覚えて、内

面外面とともに成長して行く。 

 その意味でも、以前よりはより深く避難所生活

の不便さ、辛さに同感できるだろうし、このよう

な不測の事態に際してもキャンプの体験を生か

して行けるのではないかと期待している。  

 今年のサンタイネスは驚きの連続であった。 

 一番の驚きは道路。あの悪路が広くなり整備さ

れ、大岩のゴロゴロした中を上下左右に揺られた

去年とは雲泥の差である。私と牛島先生は年齢も

立場も忘れて、「アレー！えええー！うわーうわ

ー！はああー！なにこれー！」とほとんど単語だ

けで叫びつづけることしきり。何でも昨年全国的

に選挙が行われ、立候補者達が投票数を稼ぐため、

のお陰らしいが、なるほど途中からは切れていた

し洪水で破壊された橋もそのままで、相変わらず

水の中をガタゴトと渡らねばならなかった。選挙

が終われば元の木阿弥ということらしい。  

 何となく納得してサンタイネスに到着。異常気

象のため乾期と言うのに雨が降り（これも驚き）

小降りになるのを待ってヤコブ農園の下見に。村

のつきあたりから農園に行く道に入ってまたま

たびっくり。昨年の私のレポートを読まれた方は

ご存知のように、毎日、毎日私を苦しめたあの細

くて危険な山道が、アレー広くなってるー？穴ぼ

こも崖崩れもない！皆で横に手をつないでもら

ーくらく、鼻歌まじりで歩けるよ−！なにー？ど

うしたの？１０年経っても絶対変わることは無

いと思って覚悟して来たのに、肩すかしを食った 

とはこのことだ。

 

去年は道の切れた所では去年は道の切れた所では去年は道の切れた所では去年は道の切れた所では    

こんな岩だらけのこんな岩だらけのこんな岩だらけのこんな岩だらけの河原も歩いたのに。河原も歩いたのに。河原も歩いたのに。河原も歩いたのに。    

 ここの答えは鉄鉱石の採掘、海外資本が入って

来て、トラックで鉱夫や鉱石を運ぶためショベル

カーでガンガン山を削って強引に広げていった

らしい。ここの美しい自然を守るため採掘はしな

いと政府が約束してくれたと言っていたのに、や

はり金の力が全てを牛耳るということか。山の民 
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の人たちにとって朗報なのか否か。お陰で私も今

年はあまり苦労もなく、毎日ハイキング気分で農

園まで通うことができた。 

 

今年はこんなに広くマウンテンバイクで今年はこんなに広くマウンテンバイクで今年はこんなに広くマウンテンバイクで今年はこんなに広くマウンテンバイクで    

来る男の子まで！来る男の子まで！来る男の子まで！来る男の子まで！    

 次は嬉しい驚き、ヤコブ農園の変化だ。 

 まず、目に入ったのはヤコブ農園と大きく書い

てある、本格的な木作りの扉付き門で想像もして

いなかったので感激。野菜畑もレタス、茄子、チ

ンゲンサイ、かぼちゃなどが、青々と茂っていた。

このチンゲンサイは我々の食事に何度も出て来

たが、とてもおいしかった。こうして少しづつ自

給自足がなされていくのだろう。 

 

    入り口にはこんな立派な門が出来ていま入り口にはこんな立派な門が出来ていま入り口にはこんな立派な門が出来ていま入り口にはこんな立派な門が出来ていま    

した！した！した！した！welcomewelcomewelcomewelcome の横断幕もうれしいの横断幕もうれしいの横断幕もうれしいの横断幕もうれしい    

雨が降ってくるとダグソン司祭が、地主さんの

家で雨宿りをしようと中に誘ってくれた。去年と

違って人は居ずもぬけの殻？？？ダグソン司祭

はニヤニヤしている。「一体どうしたんですか？

皆はどこ？」 

 「実はこの家は今は農園のもの。皆が休憩所と

して使えるように買い取ったんだよ！１万ペソ

を９千ペソにねぎってね。ハハハ！彼らは川の側

に新しい家を建てて喜んでるよ。驚かそうと思っ

て黙っていたんだよ。まだあるよ。外に出てご覧」     

 

これが多目的家屋。林司祭は戦力の中心！これが多目的家屋。林司祭は戦力の中心！これが多目的家屋。林司祭は戦力の中心！これが多目的家屋。林司祭は戦力の中心！    

 オー！なに？このベージュと緑のモダンな竹

編の小屋は？ピンポーン！ 

 「みんなの CR こと、カンフォート、ルーム、

いわゆるトイレです。」 

中を覗くとセメントの床に真白の陶器の便器

が！去年の土に穴を掘ったニッパ椰子トイレは、

跡形もなくなっていた。レベル３迄の進歩である。

思わず記念写真を撮ってしまった。 

 

すてきなデザインのトイレ！すてきなデザインのトイレ！すてきなデザインのトイレ！すてきなデザインのトイレ！    

最後にドアを仕上げています最後にドアを仕上げています最後にドアを仕上げています最後にドアを仕上げています    

 遠くを見ると、去年皆が汗水たらして立てたセ

メント柵の側の大きな木の上には、板に輪っかが 
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ついただけではあるが、子供達が遊ぶには十分な

手作りのバスケットコートがあり、水牛の母子が

のんびり木陰で涼んでいる。あー赤ちゃんがうま

れたんだー。これで雄、雌、子の水牛一家が完成、

鶏にもひよこが沢山生まれていてそれぞれのお

母さんに遅れまいと、あちこちでぴよぴよとひっ

きりなしに、走り回っている。そんなひよこ達を

やっと捕まえては手の中に包み込んで、かわいい

ー！かわいいー！の連発！ちょっと、日本人のお

兄さん、お姉さん、そんなあなた達の方がよっぽ

ど、かわいいー！よ。 

 

  樹の上のバスケ。畑のひよこ達。水牛。樹の上のバスケ。畑のひよこ達。水牛。樹の上のバスケ。畑のひよこ達。水牛。樹の上のバスケ。畑のひよこ達。水牛。    

        のどかな農園風景です。のどかな農園風景です。のどかな農園風景です。のどかな農園風景です。    

 

     水牛の母子、休憩中。お母さんが働い水牛の母子、休憩中。お母さんが働い水牛の母子、休憩中。お母さんが働い水牛の母子、休憩中。お母さんが働い    

        ている後を着いて歩く姿がカワイイている後を着いて歩く姿がカワイイている後を着いて歩く姿がカワイイている後を着いて歩く姿がカワイイ!!!!    

        この樹の上にバスケのリングが。この樹の上にバスケのリングが。この樹の上にバスケのリングが。この樹の上にバスケのリングが。    

 ダグソン司祭の夢の一番は小型水力発電所で

あるが、これも現在稼働している水車小屋をみせ

てもらったあとでは、なるほど不可能ではないな、

と思った。彼としても長い間夢見て来たビジョン

が、少しずつではあるが確実に形を成しつつある

のを見るのは、喜びであろう。 

 私達のワークキャンプは短期間であり、実際に

はほんの少しの手助けしか出来ないが、毎年の訪

問をイースターやクリスマスと同じくらい楽し

みに待っていると言われると、お世辞を割り引い

ても刺激剤としての役割は果たしていると、思わ

れる。それだけに息の長い、継続活動が必要にな

ってくる。  

 毎回構成メンバーが違っても、フィリピンの受

け入れ側の皆さんは本当に一生懸命気を使って、

最大の、それでいて自然体のまま愛にあふれる毎

日を過ごさせてくれる。主の恵みを身近に感じる

交流の場でもある。 

 

 ここにあったチンゲンサイ？をここにあったチンゲンサイ？をここにあったチンゲンサイ？をここにあったチンゲンサイ？をほとんどほとんどほとんどほとんど    

私たちが食べ尽くしてしまった。。。私たちが食べ尽くしてしまった。。。私たちが食べ尽くしてしまった。。。私たちが食べ尽くしてしまった。。。    

 

  大きな石を積んで小川の堤を強化中！大きな石を積んで小川の堤を強化中！大きな石を積んで小川の堤を強化中！大きな石を積んで小川の堤を強化中！    

 特に今年は、神戸教区から芳我司祭、林司祭が 
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参加して下さり、チャプレンの牛島司祭も加えて、

２主日、灰の水曜日、毎朝毎夕の祈りと、とても

豊かな礼拝を持つことが出来て、感謝です。 

 今年も大勢の子供達が、朝から晩迄大好きな日

本のお兄ちゃん、お姉ちゃん達にくっついてまわ

り、一緒に食べたり、働いたり、鬼ごっこをした

り、手をつないで農園まで山道をあるいたり、と

して過ごしたので、送別会の時は今迄で一番大変

だった。明日でお別れとわかると、もう全員号泣

で、あっちでも、こっちでも泣きながら団子状に

抱きついて離れないので、しばらくは収拾がつか

ず、なかなか日本料理の夜が始められなかった。

ホームシックにはならなくてもサンタイネスシ

ックにかかった若者達は、こうして来年もワーク

に参加するのである。 

 私の奇跡シリーズに加えるべき今年の奇跡は、

何と言っても、神戸、大阪、岡山、と九州以外か

らの西日本に渡る広範囲の参加者がいたにもか

かわらず、全員無事帰国できたことにつきる。  

 皆様のお支え、お祈り、主の御守りに心から感

謝申し上げます。今後ともこのプロジェクトへの

御協力をよろしくお願いいたします。 

 

追記：今回もなぜ日本人は大学生になっても英

語ができないのかと問われ、さすがに私も責任を

感じて、半強制的に主の祈りを英語で暗記させま

した。結果みんなバッチリです。(よね?)。来年

は使徒信経に挑戦しよう! 

それから友情の樹として現地の人とペアにな

ってマホガニーの苗木を 10 本、柵にそって植え

ました。ヤコブ農園の美しい並木として育つこと

を祈りつつ・・・・ 

 

 
ヤコブ農園の略図（ベイカーヤコブ農園の略図（ベイカーヤコブ農園の略図（ベイカーヤコブ農園の略図（ベイカー博子博子博子博子姉画姉画姉画姉画））））    
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８８８８年ぶりのキナブアン年ぶりのキナブアン年ぶりのキナブアン年ぶりのキナブアン    

直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会    司祭司祭司祭司祭    牛島幹夫牛島幹夫牛島幹夫牛島幹夫    

 

 今回、チャプレンという役目を与えられ、フィ

リピンワークキャンプに参加することが出来た

ことを皆様に感謝します。フィリピンは 5 回目、

サンタイネスにも 3回目ということもあり、どこ

か懐かしい場所に出かけて行く、そんな感覚でキ

ャンプを楽しむことが出来ました。 

 さて、今回のキャンプにおいて私が一番楽しみ

にしていたのは、サンタイネスからさらに 2 時間

歩いた山の奥にあるキナブアンという小村に行

くことでした。ここには聖マタイ教会という、建

物を小学校と兼ねた小さな教会があります。私は、

2003 年の８月にここを訪ねていましたので、今回

この村がどのようになっているのかに非常に興

味を持っていました。2003 年にここを訪ねた時に

は、教会の建物は台風の影響で倒壊しておりまし

たし、雨期ということもあり、腰まで水につかる

ような濁流の川を何度も渡って行くのに非常に

難儀した覚えがあります。（もちろん橋はありま

せん。）「ここに日本人が来るのは初めてだと思

う」と言われたのも懐かしい思い出です。 

 そして 8 年ぶりに訪ねたキナブアンは、本当に

大きく変化していました。家も増えていたようで

すし、当時は草葺きの屋根がほとんどだった村も

トタンの屋根が葺かれた家がほとんどになって

います。何より、明らかに道が良くなっています。

教会が立派に建て変わったことは、以前ダグソン

司祭から聞いておりましたが、百聞は一見に如か

ずとはまさにこのことです。私は、一人静かに感

動しておりました。 

 キナブアンでは特に強く変化を感じましたが、

フィリピンに行って毎回感じることは、この国が

常に変化し続けているということです。もちろん、

日本だって、福岡だって、どんどん変化をしてい

ます。しかし、私はフィリピンに行くたびに、そ

の変化にいつも感動させられます。それは、また

先入観を持つことへの戒めを私に与えてくれて

います。これからも、またフィリピンに行くたび

にその変化を目にすることになると思います。そ

の変化を素直に喜び、驚く心を持ち続けたいと願

っています。 

 私は 8 年前に機会を与えられて、フィリピン中

央教区の教会を可能な限り訪れました。（このレ

ポートをまとめる前に数えましたら全部で 19 カ

所訪ねていました。）今回は、サンタイネスとキ

ナブアンを再び訪ねることができたのですが、お

かげでもう一度 8年前に訪れた他の教会をも訪ね

たくなりました。また、中央教区のまだ行ったこ

とのない教会をも訪ねてみたくなりました。この

キャンプを通して新しい夢が与えられたことに

感謝です。 

 

灰の水曜日の礼拝灰の水曜日の礼拝灰の水曜日の礼拝灰の水曜日の礼拝を司式する牛島司祭を司式する牛島司祭を司式する牛島司祭を司式する牛島司祭    

最後になってしまいましたが、神戸教区から二

人の司祭が参加してくださったことに感謝いた

します。朝に夕に祈りを欠かさない芳我司祭のお

姿にどんなに励まされたか言い尽くせません。ま

た、林司祭には特に礼拝において多大なサポート

をしていただきました。今回は、フィリピン聖公 
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会の英語の聖餐式文を使って、聖餐式の司式をす

るという貴重な体験をしましたが、林司祭がディ

ーコンパートについてくださったおかげで、安心

して司式をすることができました。 

また、このお二人の黙々とワークに取り組む姿

にただただ頭が下がる思いでした。感謝です。 

 

ワークキャンプのリポートワークキャンプのリポートワークキャンプのリポートワークキャンプのリポート        

福岡聖パウロ教会福岡聖パウロ教会福岡聖パウロ教会福岡聖パウロ教会    久保百合子久保百合子久保百合子久保百合子    

 

 今回初めてワークキャンプに参加させていた

だきました。いろんな世界を見てみたい、視野を

広げたいという思いがあったので参加を決めま

した。また将来は栄養学を通して海外支援が出来

たらと思っているので将来のためにも良い経験

になると思いました。 

 フィリピンに最初に着いたとき、車がいっぱい

の中人々が道路を渡る様子やクラクションの鳴

らし様に驚き、見るものすべてが新鮮でどんなワ

ークキャンプになるか想像かつきませんでした。

不安や好奇心の中、教区事務所に着くと皆さんが

笑顔で迎えて下さって不安も一瞬で吹き飛びま

した。 

 現地では主に木や苗を植える作業を行いまし

た。植えると言いましても、まず土づくりから始

めなければなりません。土を耕し、草を抜き、石

を取り除くという作業を何回か繰り返しました。

現地の人の手際の良さ、早い作業には肝を潰しま

す。また子どもたちがとても上手です。今の日本

の子どもたちが土に触れ農作業のお手伝いをし

ている光景は見られないかもしれません。だから

より一層一生懸命子どもたちの働きぶりを見て

心を打たれました。一方、のろのろとして技術不

足な私はまだまだ学ぶことがあると痛感しまし

た。 

 畑を耕すときは水牛の力を借り、水も電気も最

小限で無駄のない生活をしているフィリピンの

人たちは素晴らしいと思います。かつて日本もこ

のような暮らしをしていたのにも関わらず現在

はどうでしょうか。帰国時にトイレの水が勝手に

流れるなんて、文明的だと思わせたほどです。日

本は物に溢れ余計に消費し続けていると改めて

現地で生活してみて身近に感じることができま

した。 

 今回一番思ったのは、何といってもフィリピン

の人たちはとても心が温かいということです。知

らない人でも顔を見合わせたとき“ニコッ”と微

笑んでくれて立派な人柄を感じました。現地では

ほとんど子どもたちと一緒に過ごしていました

が、英語がチンプンカンプンだった私でも優しく

手をさしのべてくれます。行動や表情で何がした

いかもすぐに伝わってきて困難などありません

でした。本当に可愛くて自分の弟や妹ができたみ

たいで幸せでした。 

 

 子供達に愛される久保っちのすてきな笑顔子供達に愛される久保っちのすてきな笑顔子供達に愛される久保っちのすてきな笑顔子供達に愛される久保っちのすてきな笑顔    

ワークキャンプを通して、もっともっと人の役

に立てたら良いなと思いました。いかに自分が恵

まれていていろんな人から支えてもらって守ら

れていると感じられたので、私も出来る限りのこ

とはしたいです。今回携わっていただいた方々皆

さんに感謝します。健康に過ごせたのも良い経験

ができたのも現地の人をはじめ、皆さんが支えて

下さったおかげだと思います。このような機会を

つくって頂き本当にありがとうございました。 
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ワークキャンプ振り返りワークキャンプ振り返りワークキャンプ振り返りワークキャンプ振り返り    

直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会    重富紗也子重富紗也子重富紗也子重富紗也子    

    

いつか必ずまたこの地に立つと決めた１年前。

わずか１年にして、早くもその願いは叶えられま

した。私にとっての 1 年と、サンタイネス村にと

っての 1 年は、時の流れは果たして同じだったの

か…？ 

去年、サンタイネス村に別れを告げマニラに戻

って来たメンバー達の共通した思いは、「来年の

キャンプ地もサンタイネス村にして欲しい。ヤコ

ブ農園の発展にこれからも携わっていきたい。」

というものでした。その願いが通じ、今回こうし

て、私はサンタイネス村に帰ることが出来たこと

を、本当に嬉しく思います。 

去年は２台の四駆自動車を用いて、岩でボコボ

コした険しい山道を越えて村まで行きましたが、

今回用意されていたのは四駆…と、少し小さめの

カラフルなジープニー(笑)若者と芳賀司祭、林司

祭はジープニーに乗り込み村へと出発。元々乗り

物＝寝る場所という認識のある私は、朝が早かっ

たこともあり村の入り口に到着するまで爆睡で

した。…そう。去年のように車が縦揺れも横揺れ

もすることなく村へと到着したのです。村の入り

口に入ってすぐに知っている男の子を見つけた

ので手を振ってみました。すると彼は恥ずかしそ

うに少し手を振り返してくれました。聖アグネス

教会の牧師館に到着するなり、１年振りに会う懐

かしい人びとがちらほら。私はすっごく嬉しくな

って(おそらく)物凄く高いテンションで話しか

けてみたけれど、そこは文化の違いなのか、みん

な恥ずかしそうにやんわりと対応してくれまし

た。そんな村の人びととの再会が、私はすっごく

嬉しかったです。 

乾季であるはずなのに雨季のように日々降り

続く雨が止まないため、乗ってきたジープニーに

乗り込み、みんなで山の上にあるヤコブ農園まで

行きました。去年はあんなに必死に岩と格闘しな

がら歩いた道、水牛とすれ違う際には道が狭すぎ

て水牛に道を譲る始末だった道が、舗装され広く

なり、ジープニーで農園まで行けるようになって

いるなんて全く想像していませんでした。村まで

の道も農園までの道も、1 年で大きく変化を遂げ

ていました。農園にはゲートが出来ていて、入り

口にはサリサリストア(小さなお店)まで出来て

いました。懐かしい人に会えたこと、みんな変わ

りなくこの村にいることからは感じることの出

来なかった、1 年という月日が流れたことを、改

めて実感しました。 

１年ぶりの村での生活は、1 日 1 日がやはり充

実したものでした。ワークを始める日には降り続

いていた雨も止み、ワークに打ち込める環境へと

変わってくれました。今回は農作業中心のワーク

内容で、去年ほどの重労働はなかったのですが、

サンタイネスの人とワークキャンプメンバーが

ペアになり木を植えた際に久々に穴堀をしたと

きには、「これが私の原点だ～！」と懐かしさと

喜びを感じました。この friendship の木に、農

園の更なる発展を私たちの代わりに見守ってく

れるように願いを込めてきたので、friendship の

木も農園と同様に大きく成長してくれるといい

なと思います。共に、日本とフィリピンの

friendship が永遠に続くことも願います。 

 

      紗也子紗也子紗也子紗也子さんはジョベンとペアさんはジョベンとペアさんはジョベンとペアさんはジョベンとペア----になってになってになってになって

friendshipfriendshipfriendshipfriendship の樹を植えました。の樹を植えました。の樹を植えました。の樹を植えました。    



 12 

ワークキャンプレポート 2011  in Jacob’s Farm 

農園の隅には水力発電を行っている小さな川

まで作られており、農園は日々、ダグソン司祭の

夢に目に見える早さで近づいていました。きっと

また1年でものすごく発展を遂げるのだろうと思

います。去年のワークキャンプを振り返った際、

ヤコブ農園と一緒に私も成長したい！と自分自

身を改めて奮い起こしました。1 年で私の生活も

ガラッと変わり、学業も精一杯頑張り、今年のワ

ークキャンプ後に私は芸術短大を卒業すること

が出来ました。一度ヤコブ農園の地に立ったから

こそ、それまで以上に力を伸ばすことが出来たの

だろうし、無事に卒業することが出来たのだと思

います。それはもちろん家族を始めとする、私の

周りにいる沢山の方々の支えがあってこそだと

思います。今回のワークキャンプでは、そばに居

なくても多くの支えを感じられることは多々あ

ることが改めてわかる機会となりました。それは、

祈りのときが大きなきっかけだと思います。 

 

ダグソン司祭待望の水力発電小屋ダグソン司祭待望の水力発電小屋ダグソン司祭待望の水力発電小屋ダグソン司祭待望の水力発電小屋    

今回のワークキャンプでは、沢山祈りの時が設

けられました。灰の水曜日を挟んだことで聖餐式

の回数が多かったということもあるのですが、毎

食前の祈りの時も私にとっては特に充実したこ

とのひとつでした。日本での私は学校やバイトで

慌ただしく毎日を過ごしていて、そのなかに充実

感が見出だせないわけではないけれど、心を静め

て自分と向き合う時間というのは中々ないのが

事実です。フィリピンにいながらにして、日本で

の自分を振り返るというのはなんて贅沢なこと

か。けれどもこの贅沢なひと時が、今の私にはき

っと必要だったのだと考えます。日本を襲った悲

しい出来事のために、フィリピンでも沢山の方が

お祈りを下さいました。不謹慎かもしれないけれ

ど、祈りの深さ、尊さ、温かみを感じることが出

来ました。本当の幸せに触れることが出来ました。

幸せは誰が決めるものでもなく、自分の心が決め

るものなんだ・・・私はいつでも心の裕福な人間

でありたい、と思いました。ワークキャンプで得

たものがこれだけですか？と言われそうですが、

ここから自分がどう過ごしていくかが大事です

よね!!!猛スピードで発展しているヤコブ農園に

負けないくらい、私も更に自分磨きをしようと思

います!!!そして再びヤコブ農園の地を踏みしめ

たい、自分の目で成長を確かめるため、フィリピ

ンに帰りたいと思います。 

最後に、ワークキャンプを支えてくださったす

べての方にお礼を申し上げます。ありがとうござ

いました。 

    

大切な家族に出会えた貴重な大切な家族に出会えた貴重な大切な家族に出会えた貴重な大切な家族に出会えた貴重な 10101010 日間日間日間日間    

                                    熊本聖三一教会熊本聖三一教会熊本聖三一教会熊本聖三一教会    西上侑希西上侑希西上侑希西上侑希    

    

私はフィリピンでの大切な家族と過ごした 10 日間と

ても貴重で表現できないほどの喜び嬉しさ感動があ

りました。 

 初めてのフィリピン。空港からホレブハウスに行くま

での車から見るフィリピンの景色は驚きばかりでした。

命がけでお金を稼ごうとする男の子、混み合った車

道、予想以上に栄えていたマニラ。私のカメラのシャ 
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ッターは止まりませんでした。 

 私がマニラの風景に目を奪われている間にホレブ

ハウスに到着。荷物を置いて教区事務所へ行きまし

た。フィリピンでの初めての英語での自己紹介をして

歌を歌って夜ご飯を食べました。キャンパーの方達

は夜ご飯を食べながら現地の人と楽しく会話をしてい

ました。しかし、私は自分の英語に自信も持てず話す

勇気も出せずにもくもくとご飯を食べていました。その

時私は、“全然楽しくない”と英語で会話する楽しさを

まだ分かっていませんでした。食事が終わって、みん

なで道路を渡ってセブンイレブンへ行きました。道路

を渡るときはとても怖かったです。なぜなら、信号なん

てない所を車が少しでも途切れるのを待って渡るの

です。 

そして、ホレブハウスへ戻って初めての水しかでな

いシャワー＞＜、とっても冷たかったけど、なぜかとて

も気持ちがよかったです。 

私のマニラでの 1 日は驚きの 1 日でした。 

3 月 5 日。いよいよ サンタイネスへ!!!! ジプニーと

いう乗り物に乗って行きました。フィリピンへ行く前に

私は、“ジプニーは遊園地のアトラクションみたいだ

よ”と聞かされていたのでとてもワクワクしていました。

始めは車がいっぱいな街中をしばらく通っていると、

ジプニーはなんと川の中へ。ジプニーはとても楽しか

ったです。フィリピンへ行ったら是非体験して欲しい

事の 1 つです。この日はあいにくの雨。でも、多くの

子ども達が牧師館で私たちを待っていてくれました。

サンタイネスでは、たくさんの貴重な経験をしました。

まずは水牛がいる農場で農業をすること。私は水牛

がいる農場を見た事がありませんでした。みなさんは

水牛が活躍する農場の光景を見た事がありますか？ 

JACOB’S FARM へ行って帰る時も楽しく歌いながら

歩きました。移動の間にたくさんの日本語を教えまし

た。日本語を教えるときの子どもたちはとても真剣で、

必死に日本語を覚えようとしくれていました。“WHAT 

IS ○○○ IN JAPANESE?”という会話は日常でし

た。 

牧師館では、みんなで手遊びゲームをしたり、風

船で遊んだりしました。ゲームなどないサンタイネスの

子どもたちは多くの遊びを知っていました。どれも楽

しいものばかりでした。   

 

侑希さん、皿洗いも楽しくしてましたよ！侑希さん、皿洗いも楽しくしてましたよ！侑希さん、皿洗いも楽しくしてましたよ！侑希さん、皿洗いも楽しくしてましたよ！    

朝ご飯を食べてJACOB’S FARMへ行って働いて、

牧師館でフィリピンの子どもと遊んで、毎日毎日充実

していました。日にちが過ぎていくにつれて会話もで

きるようになり、楽しくなっていきました。気づけば 3 月

1２日、お別れをしなければならない日になっていまし

た。きっとまた会えると思ってもやっぱり寂しかったで

す。私は“また絶対 WORK CAMP に参加してサンタ

イネスに帰る”と決めました。日本のように温かいお風

呂にも入れず、電気もあまり使えない、車も使えない、

そんなサンタイネスに“また戻りたい”と思ったのは、

なぜだろう。私は私なりに考えてみました。それはき

っと、現地の子どもの喜ぶ笑顔、幸せそうな笑顔、嬉

しそうな笑顔、楽しそうな笑顔がみたいから、“また帰

って来てね”という言葉、別れの涙があったからでは

ないかなと思いました。あっという間に過ぎた 10 日間

は大切な 10 日間であり、数日間で出会えた方達は

私の宝物であり家族です。 
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 最 後 に こ の WORK CAMP で 覚 え た 聖 歌

PANANAGUTAN で私が WORK CAMP の通りだなぁ

と感じた部分を紹介します。（1．誰もひとりだけでは

生きてゆけない ２．わたしたちが愛して仕え合うとき

にそこに神の救いのよろこびは実る ３．世界の仲間

と声を合わせよう） 

貴重な経験をさせてくださったみなさんありがとうご

ざいます。 そして、WORK CAMP 中、お祈りをしてく

ださったみなさんありがとうございます。みなさんのお

かげで私の心は 1 回りも 2 回りも大きく成長する事が

できました。  

感謝しています。ありがとうございました。 

 

フィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加して    

            神戸教区神戸教区神戸教区神戸教区    司祭司祭司祭司祭    ヨハネヨハネヨハネヨハネ    芳我秀一芳我秀一芳我秀一芳我秀一    

 

今回初めて神戸教区から参加しました。本来な

ら神戸教区の青年たちが参加して新しい出会い

を通して、新しい自分に気づき変えられていくこ

とが期待されていましたが、この度は参加希望者

が与えられなくて残念に思っていました。 

ところが、わたし自身の心の中では、以前から

このワークキャンプにぜひ参加したいという気

持ちがふつふつとこみ上げていました。おそらく、

わたし自身が何かによって変えられたいという

強い欲求に捕らえられていたように感じます。30

年間、牧師をやって来て、今なお変わりたいとい

う強い思いにかられる自分が決して嫌いではあ

りません。むしろ、どこまで自分を変えられるも

のなのか見てみたいという自分自身にとても興

味があるのです。そのためにはさまざまな人や自

然といった他者との新しい出会いが欠かせない

のです。 

 この度、新しい出会いへの道を開いて下さった

九州教区の五十嵐主教様はじめ教役者や信徒の

皆さんの暖かい心に触れることができて感謝し

ています。またわたしたちを受け入れて下さり最

後までサポートして下さったフィリピン中央教

区のタクロバオ主教様はじめ関係者の皆さんに

も心から感謝いたします。これらの出会いを通し

て学んだことは、人生の旅路においてもきっとこ

のような出会いが待っているということを再確

信できたことです。人生の目的地である永遠の命

へと導いて下さるキリストの存在をさらに強く

感じることが出来た旅でした。 

 今回の旅で心に残った言葉に出会いました。そ

れはサンタイネスの牧師館の壁に貼られていた

紙に次のように書かれていました。 

「What you are is your Gift from God,  

what you will become is your Gift to God.」 

 この文章を読んだ時、今ある自分がいかに神様

からの賜物であるのか、またこれからわたしがど

のように生き、また変えられていくのか、それが

神様へのわたしからの捧げ物だということです。

このような出会いを通して変えられていく自分

を神戸教区の青年たちにもぜひ体験してもらい

たいと願っています。 

 最後に一緒に旅をして下さった 9名のキャンパ

ーの皆さんに心から感謝します。 

 

黙々と働く芳我司祭黙々と働く芳我司祭黙々と働く芳我司祭黙々と働く芳我司祭    

少しは休んでください少しは休んでください少しは休んでください少しは休んでくださいよよよよ～～～～    
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フィリピンワークキャンプ２０１１報告フィリピンワークキャンプ２０１１報告フィリピンワークキャンプ２０１１報告フィリピンワークキャンプ２０１１報告    

神戸教区神戸教区神戸教区神戸教区    司祭司祭司祭司祭    ダビデダビデダビデダビデ    林林林林和広和広和広和広    

 

 フィリピンへの旅及びワークキャンプへの参

加は初めての体験でした。旅は自らの見聞を広め

ることのできる尊い機会であります。今回もマニ

ラ、ケソンシティー、サンタイネス、キナブアン

と様々な場所へ行き、人々と出会い、色々な事を

見聞きできたことに感謝しています。またそれぞ

れの地において、現地の方々と礼拝を捧げる機会

が与えられたことは大きな喜びでした。 

 今回の旅のほとんどはサンタイネスでのワー

クキャンプでありました。団長であるベイカー博

子さん、チャプレンの牛島司祭からこれまでの経

緯を聞きました。全くのゼロの状態から一つひと

つ畑が耕され、整備され、形になっていっている

驚きを聞きました。 

多くの方々が、神様から招かれ、ヤコブ農園での

働きに従事していることを実感しました。２人の

献身的な神学生の働きを見ました。土を耕し、た

くさんの石や土を運びながら、神様の事を想い、

神様の事を学んでいる姿がそこにありました。

「“土の神学”を私たちは営んでいるのです。」と

彼らは言っておりましたが、彼らとの出会いもま

た今回の私の旅の大きな収穫でした。ワークでの

休憩中の合間、ダグソン司祭は自らの夢をしばし    

 

ココナツもって、はいチーズココナツもって、はいチーズココナツもって、はいチーズココナツもって、はいチーズ    

ば語っていました。農園を整備し、いつかは学校、

神学校、寮、病院などもある共同体を形成したい

と。その言葉の最後に、「夢は必ず叶う！」と遠

くを見つめながらその言葉を繰り返していまし

た。 

 わずかの滞在でありましたが、それぞれの地に

おいて神様は人を招き、器として用いておられる

ことを改めて実感しました。様々な場所で神の栄

光を現すために、それぞれに与えられた務めを全

うしている方々を目の当たりにしました。わたし

たちの日本で、日本の中にある様々な場所で神の

栄光を現すために召されていることを再確認し

ました。遠く離れていてもわたしたちはキリスト

を軸にして互いに祈り合い、一つであることを実

感しました。色々な困難があっても、他の場所で

懸命に生きている方々を想いすことで力を与え

られます。そして、ダクソン司祭が繰り返し言っ

ていたこと、「夢は必ず叶う！」との言葉に私も

また信頼を置き、夢を失わず、神様のため、他者

の為に歩んでいきたいと思います。 

 

ひとつの家族ひとつの家族ひとつの家族ひとつの家族    

大分聖公会大分聖公会大分聖公会大分聖公会    古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈    

 

 「今年大分に戻ってくるんだし、卒業旅行だと

思ってワークキャンプ行ってきたら？」 

年末東京から帰ってきた私に、母からの一言。

大分から福岡に行くようなあまりにも軽い一言

に対して、私も「じゃあ行くわ。」とこれまた軽

い返答で私のフィリピンワークキャンプ行きが

決定しました。今回で 4回目のフィリピンに全く

不安は無く、久々のフィリピンの空気を感じなが

ら今年はどんな出会いが待っているんだろうと

楽しみで堪りませんでした。 

初めてのサンタイネスは子どもが本当に多い

なー、と思ったことから始まりました。今まで行

った村でも子供が多い方だと思うのですが、サン

タイネスは今まで行った村なんか比べ物になら
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ない位子供が多く、サンタイネスでの滞在が一日、

一日と過ぎていく中で一人、また一人と昨日まで

居なかった新しい子供がどんどん増えていって

名前を覚えるのが大変な位でした。 

勿論子供だけでなく、ホームステイ先や、教会

メンバー方々との交流もすごく深く、美味しい食

事を朝・昼・晩＋おやつにしっかり頂き、ホーム

ステイ先では、アーメニアから私が英語をしっか

り理解出来ず、少し分からない単語があると、用

例を使って教えてもらったり・・・。フィリピン

の方々のホスピタリティ、器の大きさにはいつも

頭が下がる思いで、私自身見習わなくてはいけな

い部分が沢山有ると感じました。 

ワークは農作業がメインで、日本では農作業な

んて小学校でさつまいもを掘ったこと位しかし

た事が無い私は、初めての鍬でしっかりと土も掘

り返すことが出来ないのに、手の平に肉刺ができ、

雑草集め位しか役に立てなかったような気がし

ます。フィリピンの方々の優しさに甘えていたの

かもしれません。事前に少しだけでもワークキャ

ンプのメンバーと農業の知識を勉強していた方

が良かったかなと感じました。でも植樹をして自

分の名前を農園に残せましたし、来年もまたこの

場所にどれくらい農園が発展したのかを見に来

ることも出来るのは、同じ場所で続けてワークが

出来る醍醐味だと思います。 

 

ひよこかわいいな～ひよこかわいいな～ひよこかわいいな～ひよこかわいいな～    

今年は聖餐式の回数がとても多かった事がと

ても印象に残っています。特に灰の水曜日は聞い

た事はあるものの、詳しい事は全く知らなかった

ので良い経験になりました。2 回目の日曜日には

ネッド司祭に久々に会えたので、とても嬉しかっ

たです。 

また今回、東日本大震災をフィリピンで知る事

になり、聖餐式やマニラでの最後の夕食会でお祈

りをしました。同じイエス・キリストを信仰して

いる事で、牛島司祭の説教でもありましたが、人

種や言葉が違っていても、『ひとつの家族』だと

この震災を通して改めて感じる事が出来ました。

今までに無く私自身の信仰の事で考えさせられ

ましたし、英語をもっと喋る事が出来るようにし

っかり勉強したいと思いが強くなりました。あと

ダンスも・・・。来年はもっと成長した自分をフ

ィリピンの方々に見せる事が出来るように努力

していきたいと思います。 

 

フィリピンワークキャンプ２０１１フィリピンワークキャンプ２０１１フィリピンワークキャンプ２０１１フィリピンワークキャンプ２０１１    

直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会    安村真尚人安村真尚人安村真尚人安村真尚人    

    

２度目のフィリピン。正直今年はワークキャン

プに参加するかどうか悩んでいたが、場所が去年

と同じサンタイネスと聞いて即参加を決めた。よ

うやく「帰る」日がきたのである。 

昨年は初めてのフィリピンで日本との違いに

多くの驚きを覚えたが、今年は去年との違いに多

く驚いた。まず驚いたのはマニラからサンタイネ

スまでの道のり。どの遊園地のどのアトラクショ

ンよりも恐怖を感じたこの道はすっかり整備さ

れて平坦な道となっており、驚きとともに勝手に

少しの寂しさも感じた。サンタイネスについてか

らはすぐにジェイコブズファームに行くと聞い

ていたのだが、雨が降っているので一時待機。こ

の時期は乾期で雨など降るはずがないのに降っ

ていることに大変驚いたが、それ以上に驚いたの

は、雨がなかなかやまずに待ち始めてしばらくし

てから聞いた一言である。なんとファームまでジ

プニーで行くと言うのだ。まさかそんな、ジプニ 
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ーで、ジプニーなんかであんな岩道を通れる訳が

ないなどと考えているうちに着いてしまった。こ

の一年でサンタイネスは変わったのだと発展を

喜ぶ一方で、知らないうちにいろんなものが変わ

っていくのかと、やるせない気持ちも込み上げて

くる。しかしそんな気持ちを一蹴させたのが、変

わらない人々の優しさだ。去年も感じた温かさが、

変わらない温度でそこにはあった。外国から来た

訪問者であるから歓迎してくれているというの

もあるだろうが、それ以上に飾らない優しさや親

切さ、親しみやすさが彼らにはあった。そんな彼

らと一週間面白おかしく過ごした。詳しいことは

他の人の文に書いてある。 

    

折り紙を教えてもらう真尚人さん・・折り紙を教えてもらう真尚人さん・・折り紙を教えてもらう真尚人さん・・折り紙を教えてもらう真尚人さん・・・・・・え？え？え？え？ 

ある青年に、「去年来た奴らのこと覚えてる？」

と質問すると彼は「当たり前さ。自分の家族のこ

とを忘れるわけがない。」と言った。この言葉を

聞いたとき、あらためていい人達と出会えたと感

じた。そしてこのような機会を作っていただいた

ワークキャンプの関係者、教会関係者、すべての

方々に感謝します。ありがとうございました。 

 

フィリピンワークキャンプフィリピンワークキャンプフィリピンワークキャンプフィリピンワークキャンプ    

東豊中聖ミカエル教会東豊中聖ミカエル教会東豊中聖ミカエル教会東豊中聖ミカエル教会    山本山本山本山本    真嗣真嗣真嗣真嗣    

    

    私はワークキャンプ初参加。兄の下宿先長崎に

ある長崎聖三一教会の堀尾司祭から毎週送られ

てくる週報メールがきっかけでこのキャンプの

ことを知り、ずうずうしくも大阪からの参加です。 

 みなさんはフィリピンと聞けばどのようなイ

メージを思い浮かべますか。 

私は正直「治安が悪い」「貧しい」「衛生状態が

悪い」「バナナ・マンゴ等果物は豊富」など日本

に比べ「小さくて弱々しい国」という言葉を勝手

にあてはめ「助けてあげたい」という思いが私を

参加へと導いたのです。 

今思えばこの思いは相当傲慢な考え方だった

と思います。 

 出発前日から福岡の九州教区センターに泊ま

りましたが興奮でなかなか寝つけず、当日は主教

様をはじめ、教会関係の多くの方が見送ってくだ

さる中、亡き祖父の形見の十字架を胸に一路マニ

ラへ。 

中央教区センターの方に出迎えて頂きそこか

らクーラーが効いたバンに約2時間程度乗りまし

た。外はとても蒸し暑いのにクーラーが効いてい

ること自体が贅沢で、車の中から町の風景を見て

いると車の前を堂々と小さい子どもたちが物を

運んで横断したり、お金の入った箱を差出し車の

窓をたたいて「入れて」という子どもや石鹸、水

など車の間をすり抜けながら販売している子ど

もたちもいて日本では見かけない光景がそこに

ありました。これがマニラで最初に目にしたもの

です。 

２日目、早朝からジープニー（天井が低いフィ

リピン独自の乗合バス、中に乗ると有料だが外に

ぶら下がって乗る分には無料。田舎へ行くにつれ

ぶら下がる人が増えるのには驚き！）に乗り、山

や谷を越えジープニーは泳ぐように川を渡り約

２時間かけてサンタイネス村にある聖アグネス

教会牧師館へ。シンビー司祭達に出迎えられ、聖

歌・自己紹介での歓迎会後村の見学へ。村にある

バスケットコートでは中高生ぐらいの子どもた

ちが仲良くゲームをしている最中でした。学校は

１階建て。唯一あるお店ではお客さんは網の手前

から中にいる店員に向かって欲しいものを指さ 
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しお金と商品をチケット売り場のようなあの空

間を通じてやり取りします。治安が悪いためだそ

うです。聖餐式が行われる教会も木で建てられ窓

にはガラスももちろんステンドグラスのような

装飾はありませんでしたが外をみると自然がい

っぱいで果実が豊かで（自由に取って食べてもい

い！）のどかな風景が広がっていました。 

ジェイコブ農園は、広い敷地内に田んぼや畑を

持ち、私たちのために休憩所として木造の家が提

供されました。（平均的な村の家らしく日本でい

う２ＤＫ？釜戸と小さな２部屋に４人以上の家

族が暮らしています。）日頃は仕切りもない外に

ある共同トイレ（小さな便器が１つあるだけの粗

末な物でしたが一応手動水洗？でいわゆるポッ

トンではありません）にフィリピンの方が急いで

竹ですだれを作ってそれを壁にしてくれました。 

７歳～１７歳くらいの子ども達はとてもはに

かみ屋ではじめは私たちをニコニコしながら遠

巻きにしていましたが、電子辞書・メモ・ペンを

用意し、タガログ語・日本語を交えての会話が始

まると少しずつ少しずつ近づいてきました。（外

国人が珍しいのかも？！） 

 

真嗣さん、真嗣さん、真嗣さん、真嗣さん、ひたすら草を運びますひたすら草を運びますひたすら草を運びますひたすら草を運びます    

3 日目からは本格的なワーク。聖アグネス教会

では日曜学校、聖餐式後、農園へ行き、鍬で畑を

耕し、草を抜き、野菜（茄子・レタス）の苗を植

えたりしはじめました。私に与えられた役目は鍬

で畑を耕すことでしたが恥ずかしいことですが

「鍬」が使えず耕すことが出来なかったので地道

に草抜きに変更。 

畑はきれいに整地されているところもあれば

まだ草がぼうぼう生え大きな石がゴロゴロと転

がっている「未開拓」のようなところがたくさん

あり私たちは村の人たちとともにこれらの石を

掘りだし、不必要な土も重い石と共に何度も川に

運んで流す作業が繰り返し行われました。聖なる

木をフィリピン人と２人グループで植える作業

もしました。（記念に一緒に植えた２人の名前を

マジックで石に書く・・男女ですればなかなかロ

マンチックな作業でしたが私は男の子との共同

作業で残念！） 

７日目は２つ山を越えてキナブアンへ。今度は

途中までは乗り合いトラックで移動（やはりお客

さんが屋根の上にいたり、運転席につかまったり

というフィリピン式の相乗り可！）。トラックを

降りてからは徒歩。やっとキナブアンへ到着後、

聖餐式。その後ピクニック・・というような生易

しいものではなく道などないところを上ったり

下ったり・・大きな石にはりつくようによじ登っ

たり、下ったりととてもスリリングでした。そん

なところも村の人たちも子どもたちも慣れたも

のですいすい登りますし、２，３メートルの高さ

から滝壺へ飛び込んだりと休む間なく体を動か

します。 

（余談ですが村の子ども達はどこの子ども達

も勉強もよくしているようで飛び級で進級して

いる子や２つ山越えて上の学校へ通う子どもた

ちも多くあります。これらの子ども達は目標もは

っきりしていて「～になって・・したい」と強い

意志があります。） 

帰りも、最初の山を越えた大きな十字架がある 
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教会で聖餐式。 

夕の礼拝で、英語で新約聖書の箇所を朗読させ

て頂きました。（準備不足でごめんなさい！）フ

ィリピンでは英語とタガログ語が使われていま

すから聖餐式は英語（大半はタガログ語）で行わ

れます。 

サンタイネス最後の夜は日本料理・日本・タガ

ログ語の歌・ダンスなどで大盛り上がり。お互い

に仲良くなった仲間と別れるのはとても寂しく

悲しくもありました。 

互い国の共通語で親しんだ７日間（？）はあっと

いう間でした。 

 帰国前マニラに戻ってきたときに「東北・関東

大震災」のことを知りました。 

「助けたい。何か手伝いたい。」気持ちは日に日

に増すばかりですがふとワークキャンプの中で

の自分の姿がダブりました。「助けたい」という

思いで参加したワークキャンプ。身体に疾患を持

つ私はともに参加した仲間をはじめフィリピン

で出会った多くの皆さんに「助けられ」ました。

「助けてあげたい」と言っていた私は結局何もで

きませんでした。 

 今、私は思います。これから私が私らしくでき

ることは「応援し続けること」だと。 

「応援し続けること」は「思っていてあげること。

その人たちのことを忘れないでいること」だと思

います。これなら体力のない私にでもできます。 

 私は今回であった九州教区の仲間、フィリピン

の仲間のことをいつまでも応援し続けたいと強

く思っています。 

 神さまがいつも私のそばにいてくださってと

もに歩いてくださるように神さまの元にひとつ

の家族として絆を深めたいと考えています。 

 このような機会を与えてくださいました神さ

まに感謝♪出会えた仲間に心からありがとう♪ 

 

 

 

    

ヤコブ農園の進捗状況ヤコブ農園の進捗状況ヤコブ農園の進捗状況ヤコブ農園の進捗状況    

ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子ベイカー博子    

 

・２００９年１２月− アドベントツアーの参加

者の中より五十嵐主教夫妻、足立暁子姉、高

橋氏、吉岡司祭、ベイカー姉、牛島司祭夫妻

などがヤコブ農園予定地を視察。 

・２０１０年３月－ ワークキャンプ ９名参加  

ワーク内容 

  １－動物侵入防止用鉄条網柵作り 

  ２－植林用穴掘り 

  ３－野菜畑用地の開墾 

  ４－荒れ地の草刈り 

・その後のサンタイネス村人達の働き 

  １－野菜の種まき 

  ２－野菜の苗植え付け（レタス、茄子、チン

ゲンサイ、豆、かぼちゃ、ジャガイモ、

キャベツ，） 

  ３－果樹の植林 バナナ  

  ４－田植え 

  ５－養魚池の準備 

  ６－農園入り口門の取り付け 

  ７－バスケットコート作り 

  ８－農園用多目的中古家屋の購入 

  ９－作業者用トイレ作り 

・２０１１年３月－ワークキャンプ  10 名参加 

 ワーク内容 

  １－新しい野菜畑の耕作、整地、苗の植え付

け（なす、レタス、チンゲンサイ、豆、

カボチャ）   

  ２－新しい畑の耕作、整地。（ピーナツ畑の

予定） 

  ３－前述家屋の前の小川堤の整備、及び強化

（雨期に備えて）（泥運び、石運び、石

積みなど）   

  ４－友好の樹（マホガニー）の苗木植樹 
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ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達    

 

説教をするダグソン司祭説教をするダグソン司祭説教をするダグソン司祭説教をするダグソン司祭    

＊シンビーことシルベスターシンビーことシルベスターシンビーことシルベスターシンビーことシルベスター・・・・ダグソン司祭ダグソン司祭ダグソン司祭ダグソン司祭（４

３歳）フィリピン中央教区、リサール州タナイ、

サンタイネス伝道所の司祭、(５教会担当）。ヤコ

ブ農園の提唱者。山岳地区に伝道を始めて１０年、

ようやく長年の夢が実現の一歩を踏み出し、張り

きっている。マニラにシャロン夫人と３人の子供

を残して、週の半分はバイクと徒歩で通っている

が、最近関節炎に悩まされているらしい。将来は

教員の資格も望んでいる。いつも陽気で細かいこ

とにこだわらず、ひげの笑い顔がお茶目。 

 

写真左がベニー写真左がベニー写真左がベニー写真左がベニー    

＊ベニーことベニーベニーことベニーベニーことベニーベニーことベニー・・・・メンドメンドメンドメンドーーーーササササ（２５歳女性） 

フィリピン中央教区の宣教教育委員、同時に大学

院でキリスト教教育を勉学中。成績優秀、英語ペ

ラペラ、ギターで聖歌を歌わせたら天下一品、肉

体労働も平気、リュック姿でサンタイネスに現れ

る。何よりどんな仕事を頼んでも嫌な顔ひとつせ

ず、ユーモアにあふれ、いつも前向きで５年近い

つきあいの間、愚痴を言っているのを聞いたこと

がない。この若さでここまで人間ができていると

は脱帽である。ワークキャンプの恊働には不可欠

の人材。 

 

  クリックリックリックリッシュが料理を運んで来てくれましたシュが料理を運んで来てくれましたシュが料理を運んで来てくれましたシュが料理を運んで来てくれました    

＊ママクリママクリママクリママクリッッッッシュことクリッシュシュことクリッシュシュことクリッシュシュことクリッシュ。年齢、性別不

詳？超党派で進出鬼没の不思議な主の仕事人。あ

る時は連絡不可の山奥へ伝道、あるときはマニラ

のストリートチルドレンの世話、また１昨年の大

洪水の後は行政に頼まれて、孤児になった子供達

の家を建てるためセメント袋を、頭に乗せて運び、

中央教区で人手が足りない時は、いつもボランテ

ィアで中心的仕事をしてくれる頼りになる人、文

学、芸術、音楽を大学で専攻しただけあって、ど

こでも歌ったり踊ったりゲームを始めると、     

「ママクリッシュ！」と子供達が喜んで駆けつけ

る。今回教区会の運営をまかされていて忙しいの

に無理してきてもらったのは、プロ級のシェフの

腕前、この山村でこの材料で３つ星レストラン並

みの豪華な食事が出た去年が忘れられず、今年も

期待は裏切られなかった。佐藤真理子さんの師匠

でもある。フィリピン独立の英雄ホセ・リサール

を敬愛している。 
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ワークキャンプでお世話になワークキャンプでお世話になワークキャンプでお世話になワークキャンプでお世話になった方達った方達った方達った方達    

 

左がジェイラード左がジェイラード左がジェイラード左がジェイラード    

＊ジェイことジェイラードジェイことジェイラードジェイことジェイラードジェイことジェイラード（２８歳、独身、男性）

サンタイネスの牧師館に常駐しているダグソン

司祭の右腕。村の青年会のリーダーでもあり、教

会の礼拝でも聖書朗読者を務めている。キャンパ

ーのために発電機や荷物や食料をバイクで運ん

でくれるフットワークのいい兄貴分。ヤコブ農園

の中心的働き手でもある。 

 

中がペドロ中がペドロ中がペドロ中がペドロ、笑顔がすてき、笑顔がすてき、笑顔がすてき、笑顔がすてき    

＊ペドロペドロペドロペドロ兄 （６２歳、男性） 

ブライの昇天教会のリーダー的存在。若くして奥

さんを亡くしたがその後再婚はせず、男手一つで

姪や甥を育てている。そのため料理が得意で主に

台所の担当。去年からお世話になっているが、い

つも微笑みをたたえ控えめで怒らない。私（注：

ベイカー姉）と同年なので同志の気分がする。 

 

 

デルピンに頼めばなんでもやってくれるんですデルピンに頼めばなんでもやってくれるんですデルピンに頼めばなんでもやってくれるんですデルピンに頼めばなんでもやってくれるんです    

これは竹でお箸を作ってこれは竹でお箸を作ってこれは竹でお箸を作ってこれは竹でお箸を作ってるところるところるところるところ    

＊デルピンデルピンデルピンデルピン兄（４０代、男性、今年の警備員） 

昨年の警備員ジュンの弟でそっくり。やはり器用

でいろんな修理や手作りはお手の物。力仕事も得

意。芳我司祭を敬愛し熱い視線を送ることしきり。

司祭の穏やかに受け止める寛大さは、流石であっ

た。 

 

リリアンはベイカーさんとペアでリリアンはベイカーさんとペアでリリアンはベイカーさんとペアでリリアンはベイカーさんとペアで    

友好の樹を植えました友好の樹を植えました友好の樹を植えました友好の樹を植えました    

＊アンティアンティアンティアンティリリアンことリリアンリリアンことリリアンリリアンことリリアンリリアンことリリアン姉（５８歳、女

性）サンタイネスこと聖アグネス教会の委員で会

計担当。ご主人のロロ兄と共に教会の大黒柱。山

の民の姪の一人アンジェリカを小さい時から育

てている。いつも複数の女性メンバーをホームス

テイさせてくれる朗らかな肝っ玉母さん。今年は

全員を夕食に招いて下さって感激。 
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ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達ワークキャンプでお世話になった方達    

 

アルメニアアルメニアアルメニアアルメニアとＭくんとＭくんとＭくんとＭくん？？？？    

＊アルメニアアルメニアアルメニアアルメニア(32 歳、女性)バギオから引っ越して

きた。1/8 日本人の血が入っている。ご主人がサ

ウジアラビアに働きに行っているので、女手ひと

つで 3人の幼子を健気に育てている。リリアンと

共に教会の主力。今回の私のホストファミリー。

子供の英語教育に熱心で、キャンパーのＭくんの

英語力を心配し、<あの子は今、お酒とタバコを

止めさせて、英語も話せるようにさせなきゃ、駄

目になる！>とフィリピンの姉として責任を感じ

ているそうな。Ｍくん、この愛情に応えています

か？ 

 

教区のドライバー、ホリオ教区のドライバー、ホリオ教区のドライバー、ホリオ教区のドライバー、ホリオ    

＊ホリオホリオホリオホリオ兄、59 歳、男性。 

ＥＤＣＰのベテラン運転手。渋滞と恐ろしいドラ

イバーだらけのマニアの街中だろうが、岩ゴロゴ

ロの川越え谷越えの山岳地帯だろうが安心して

乗っていられる。名前が堀尾と全く同じ発音なの

で日本人には覚えやすい。ちょっと見には苦みば

しった顔だが話すと案外優しい。引退したら日本

に行くのが夢。 

いつもキャンパーの皆さんに会うのを楽しみに

している。 

 

ジョニージョニージョニージョニー    

＊ジョニージョニージョニージョニー 57 歳 男性。EDCP の開発部担当。勿

論ヤコブ農園も。この協働プロジェクトを通して

お互いが学び、主の友、同志として息の長い付き

あいが続くことを望んでいる。下がり気味の太い

眉が沖縄の人っぽい。赤と紺のジャージがお気に

入り。引退後は孫たちとのんびりしたい。 

 

左から二人目がリン左から二人目がリン左から二人目がリン左から二人目がリン    

＊リンリンリンリン  40 代？女性 

ＥＤＣＰ財政部、会計 

好きなものは数字というから天職。毎回お世話に

なっている。口を大きく開け表情豊かな話し方を

するのでなまりのある英語の中でもとても分か

りやすい。いつも朗らかで楽しい人。将来は日本

に行くのが夢。 

＊レティレティレティレティ  50 歳位、女性 

ＥＤＣＰ財政部 リンの上司？常にクール。この

二人のおかげで数字音痴の私がどんなに助かっ

ていることか！余計なお喋りはしないが 良い人。

今回写真を撮れませんでした。 
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九州教区でサポートした奨学生紹介 

 
ベルナルドベルナルドベルナルドベルナルド    

＊ベルナルドベルナルドベルナルドベルナルド・・・・オシアスオシアスオシアスオシアス 30 歳 男性。九州教区二

番目の奨学生。現在聖グレゴリー教会に勤務しネ

ッド司祭を補佐している。主に児童宣教に力を注

いでいる。２人の女の子のパパ。音楽スポーツが

好きでやはり素敵な笑顔の持ち主。九州教区の皆

さんにくれぐれも感謝していると伝えてくださ

い、とのこと。 

 
レンデルレンデルレンデルレンデル    

＊レンデルレンデルレンデルレンデル・・・・サリダオサリダオサリダオサリダオ  ３５歳 男性。 

奨学生、EDCP と教会宣教協会（CMS）に属し主に

マニラのストリートチルドレンのためのシェル

ター運営、養父母斡旋、常に子供たちの立場に立

つミッションを心がけているという自身も３児

のパパ。今年からワークキャンプの連絡担当。 

＊ジョリージョリージョリージョリー・・・・エスガナエスガナエスガナエスガナ姉、 

今年から九州教区の奨学生。結婚のため一旦勉学

を断念したが今年から再度挑戦。多忙とのことで

お会いできなかったため、今回、写真はなし。 

・ちなみに、昨年九州に来られたマリオ司祭が、

九州教区がサポートした最初の奨学生です。 

ヤコブ農園で出会った二人の神学生 

 

神学生のカート（左）とノエル神学生のカート（左）とノエル神学生のカート（左）とノエル神学生のカート（左）とノエル    

教区奨学生ではないがサンタイネスに毎週末ダ

グソン司祭の補佐に二人の神学生カートとノエ

ルがマニラから来ている。 

＊カートカートカートカート ２６歳 独身男性。 

主日は一番険しい山にある教会にリュック姿で

午前中を勤め帰館すると魚をさばいて食事の準

備。農園では重い砂利を何度も頭の上 に乗せて

運び、鍬？の柄を適当な木を切ってちょっと合わ

せ何本も作ってしまう。その手際の良さ。常に頭

と体をはたらかせておりそれが楽しくてたまら

ないかのごとくニコニコしている。土の神学とい

う。今回は自発的にワークに参加したそうで本当

に助かった。もともとカトリックの神学生だった

が３年生のとき Anglican の教授に出会い世界が

広がった思いで聖公会の神学校に入り直した。６

人いる兄弟は全員軍人なので最初は反対された

が今は転校したことも理解されている。帰国して

から丁寧な大地震へのお見舞いメールをいただ

いた。 

＊ノエルノエルノエルノエル カートの相棒の神学生。態度も働きぶ

りもイケメンぶりも全くカートと同じだが話す

チャンスがなく個人情報は無し。 

 

こんな人たちに『会いたいなー』と思われる方は

是非、アドベントツアーやワークキャンプに参加

してみてください。     

 

（ＥＤＣＰ人物紹介 ベイカー博子） 
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～ 人 物 紹 介 番 外 編 ～ 

 

芳我司祭の写真は、芳我司祭の写真は、芳我司祭の写真は、芳我司祭の写真は、    

働いている働いている働いている働いているところところところところばかりでしたばかりでしたばかりでしたばかりでした    

＊芳我芳我芳我芳我秀一秀一秀一秀一司祭司祭司祭司祭  背が高く穏やかで黙々と働か

れる司祭がおられるだけで私（ベイカー博子）は

安心できた。その上、川を渡るたびにエスコート

してもらったためか少なからぬ村人が夫婦だと

誤解していたらしい。奥様ごめんなさい。去年は

警備員のジュンが必ず手を出してくれたのに弟

のデルピンには嫌われたのかも。理由はわからな

いでもない。確信犯的な超大接近があったらしい

から！先生これに懲りず神戸の若者を送って下

さいね。感謝です！ 

＊ディビッドこと林和広司祭ディビッドこと林和広司祭ディビッドこと林和広司祭ディビッドこと林和広司祭、今回林司祭が参加

してくださったことは正に私にとってGodsendで

あった。料理の苦手な私は昨年は佐藤さんに助け

てもらったが、今年は主婦経験者は私のみ。60 人

分の日本料理の夕べが気になっていた。しかし林

先生である。食べること作ること大好きなグルメ

シェフだったのです！パパイヤ、絞りたてのココ

ナツジュースいりのチキンカレーは絶品でした。

林先生、神様ありがとうございました。でも来年

のハードルがまた上がりましたね。ご苦労様でし

た。 

 
林司祭のチキン＆パパイヤカレーは絶品！林司祭のチキン＆パパイヤカレーは絶品！林司祭のチキン＆パパイヤカレーは絶品！林司祭のチキン＆パパイヤカレーは絶品！    

林司祭、ごちそうさまでした！林司祭、ごちそうさまでした！林司祭、ごちそうさまでした！林司祭、ごちそうさまでした！    

 

編集後記 

・九州教区の皆さん、そのほか多くの皆さんからの支えと祈りのおかげで

今年も無事にワークキャンプを終えることができました。参加者が楽し

んだ様子を皆さんが感じていただければ幸いです。 

・今回のフィリピンとの掛け橋には、フィリピン中央教区の方達の紹介も

掲載しましたので、いつもより頁が増えています。これまでよりも、も

っとフィリピンの魅力を伝える物に仕上がったと思っています。 

・今年も秋にはフィリピンから聖職を九州に迎える予定です。どうぞ、暖

かく迎えていただければと願っております。 

バルナバ 


